
令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度ホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：29）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目：31．32）

60

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

69

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
(参考項目：50)

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
(参考項目：12．13）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：5）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目：38．39）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
(参考項目：19．39)

1. 毎日ある

65

4. ほとんどない

59
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目：39)

1. ほぼ全ての利用者が

66
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2．21）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

4. ほとんどできていない

57
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目：24．25．26）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：10．11．20）

山口県山口市吉敷下東３丁目１番１号　山口県総合保健会館内
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4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～56で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町受理日令和3年6月27日 令和３年１１月２日

事業所名

1  自己評価及び外部評価結果

3590300061

法人名 社会福祉法人　ひとつの会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

職員は利用者その人のその時の思いや希望、意向の把握を徹底され、常に利用者の気持ちを掴めるように取り組
んでおられます。利用者の話された言葉や行動をありのままの細やかな記録によって、職員の誰もがその場に遭
遇したかのように受け止められ、共有されることで、利用者はその人らしくのびのびと暮らしておられます。コロナ禍
で、外出やボランティアの来訪も制限がある中、利用者に閉塞感を感じさせないように、毎日の散歩コースの工夫
や自販機で飲み物を購入されるなど、日常生活や苑内活動に新鮮さを工夫されて支援しておられます。管理者
は、常にサービス向上を目指しておられ、「ご家族が職員に十分思いを伝えておられるか」「職員はご家族に情報
を十分伝えているか」について、家族アンケートを実施され、満足のいくサービスに取りくめるよう、勤務環境づくり
や処遇改善に取り組まれ、職員が向上心をもって働けるように取り組んでおられます。

調査実施日 令和3年7月21日

・職員間で理念を常に再確認し合い、虐待や不適切な対応についての勉強会を定期的に行い、見逃さない風土
つくりを心掛けている。
・外出を特別なものとせず毎日流動的に在宅と同じように散歩に出かけたりし、閉じこもりのないように支援してい
る。緑の多い住宅街にあるため、公園などで子供たちや自然に触れる機会が多い
・湯田温泉の立地条件や環境を生かした散歩や外出、地域活動を行うなど地域資源を十分に生かした支援を行っ
ている。近場に馴染みの喫茶店や店、足湯などがあり観光客と入居者が交流する場面も多い。
・食事は対面にて全て苑内調理を行い旬のものを取り入れるなど、楽しんで頂いている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

山口市下市町２－１所在地

グループホーム　湯田あいおい苑

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　湯田あいおい苑

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

外部評価

実践状況

「その人らしく最期まで尊厳のある人生を」を
事業所理念とし、毎月の会議で振り返りを行
い再確認できる場を設けている。虐待　不適
切な対応を見逃さない、風土つくりを心掛け
ている。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所独自の理念をつくり、6つの運営方針と併
せて事業所内に掲示すると共に、パンフレット
にも記載している。月１回の職員会議の中
で、理念を確認して共有している。カンファレ
ンスでは日々の関わり方についてを振り返り、
運営方針が反映されているかを話し合い、実
践につなげている。

地元自治会に加入している。コロナ禍のため
町内清掃、回覧板配布、近隣の散歩と限ら
れた活動となっている。自治会活動（公民館
活動、保育所行事、町内祭り参加、場所の
提供、）や買い物はできていない。

自治会に加入し、利用者と職員が一緒に回
覧板を回したり、職員が地域の清掃作業（ゴミ
拾い、草取り）に年3回、参加している。回覧
板や市報によって地域での行事を把握して
いるが、コロナ禍の為、これまで参加していた
行事はすべて中止となっている。事業所主催
の行事も中止している。ボランティア（手芸）の
来訪も待ってもらっている状況である。回覧板
を回す時や周辺を散歩時に出会う近隣の人
と挨拶を交わして交流している。

コロナ禍のため地域の人々への貢献はでき
ていない。事業所主催の行事や、地元中学
の職場体験や福祉教育として車椅子体験、
地域の方やボランティア、保育園児、実習生
の受け入れ等が全て中止となり認知症の
方々への理解と支援の方法が発信できてい
ない。推進会議時には話題の中で認知症に
ついて発信した。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　湯田あいおい苑

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる。

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

自治会の方々（自治会長　民生委員）、湯田
交番、山口市介護保険課職員、保育園職員
地域住民、入居者、入居者家族などに参加
してもらい、苑の現状報告や行事などの内
容をわかりやすく説明し、参加者との意見交
換を行う事でサービスの向上に生かしてい
る。参加者からの積極的な意見もある。　コロ
ナ禍のため開催が中止された場合は文章に
て意見や要望書を伺い運営に反映している

会議は年6回開催し、事業所での開催（前町
公会堂にて）は２回のみで、４回は写真入りの
文書で報告をして、意見書をもらっている。利
用者の状況や活動内容、事故、ヒヤリハット報
告、職員の状況や研修内容、新型コロナ感染
症拡大防止対策の現状等について報告の
後、話し合いをしている。参加者からは新型コ
ロナ感染対策についての労いや、事故報告、
ヒヤリハット報告の回数と程度、介護保険制度
の意義などについての質問や地域行事の情
報提供などがあり、そこでの意見をサービス
向上に活かしている。

管理者は、職員会議で評価の意義を説明し、
自己評価をするための書類を職員全員に配
布して記録してもらい、まとめている。今回
は、評価項目の内、各自がそれぞれ選んだ６
項目のみを、自己評価してもらっている。その
結果、職員の多くは「その人らしい暮らしを続
けるためのケアマネジメント」と、「その人らし
い暮らしを続けるための日々の支援」に関す
る項目を選び、自己評価をしている。代表者
や管理者への要望もあり、これまでのすべて
の項目の評価に比べて、自分で選んだ項目
を深く分析しており、何が得意か、関心事は
何か、個々の課題も見え、事業所の課題も
はっきりとしてきたので、評価を活かして具体
的改善に取り組むこととしている。

全職員が自己評価及び外部評価について
参加している。職員会議の場で評価につい
て話し合い、改善に向けて取り組んでいる。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　湯田あいおい苑

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

地域包括支援センター職員との情報交換や
意見交換や相談など行っている。市担当課
には推進会議参加や電話などを通じて相談
し連携を図っている。入居相談など積極的
に情報を共有している。山口市社会福祉協
議会介護相談員の訪問などを通じて、常に
自己研鑽する体制を確保している。

市担当者とは、運営推進会議参加時や電話
で情報交換や相談を行い、助言を得るなど、
協力関係を築くように取り組んでいる。地域包
括支援センター職員とは、運営推進会議参
加時や電話連絡をして情報交換を行い、連
携を図っている。

身体拘束について毎月委員会を開催し内
容を職員に周知し3か月に１度勉強会を行い
知識を深め常に意識している。委員会を中
心に情報収集を行い職員会議にて現状や
新たな情報提供等を行い身体拘束防止に
ついての情報の共有化を図っている。玄関
はスピーチロックのない環境の中で夜間以
外自由に出入りできるように開放している。

職員は「身体拘束に関する指針」とマニュア
ルを基にした内部研修や外部研修、毎月実
施している「身体拘束虐待防止委員会」の中
で学び、身体拘束、虐待の内容や弊害につ
いて正しく理解している。3か月毎に「虐待の
芽アンケート」を実施して、虐待防止の徹底に
努めている。スピーチロックやドラックロック、
フィジカルロックについては、日頃から管理者
が指導し、毎月、実例をもとに話し合いをして
いる。玄関には施錠をしないで、外出したい
利用者があれば職員が一緒に出かけたり、気
分転換を図るなど、身体拘束をしないケアに
取り組んでいる。

身体拘束虐待防止委員会を中心に情報収
集を行い毎月の職員会議にて現状や新たな
情報提供等を行い虐待防止についての話し
合いの場を設けている。委員会は外部研修
に参加し知識を深めている。虐待に対する
問題意識を高め見過ごされることのないよう
職員同士で指摘し合える環境に努め、３か
月に一度「虐待の芽」のアンケートを行い早
期発見、風土つくりに努めている。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　湯田あいおい苑

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

管理者や職員は日常生活自立支援事業や
成年後見制度について職員会議で知識を
習得し、適宜適切に対応できるよう努めてい
る。研修に参加している。

契約の締結、解約の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、理解や納得して頂
けるよう十分にその都度の説明を行ってい
る。改定時には文章の発送や電話連絡など
を行っている。

苦情受付窓口担当者、第三者委員を明示し
苦情処理の窓口を明確にしている。玄関に
は意見箱の設置を行っている。コロナ禍のた
め家族面会が中止となり職員との関係性が
希薄にならないよう家族へ「サービス満足に
対するアンケート」を行った。結果を家族に
報告し要望などを運営に反映している。来苑
時には積極的にコミュニケーションを図るな
どして家族が要望等を伝えやすい環境作り
に努めている。苦情は会議時に職員へ報告
し改善に努める

苦情受付窓口担当者や第三者委員、外部相
談機関を明示し、処理手続きを定めて契約時
に家族に説明をしている。家族からは面会時
（玄関先やテラス、居室の窓から週１回、２人
まで１０分直接面会）やリモート面会、テレビ
電話、運営推進会議参加時、電話等で意見
や要望を聞いている。玄関に意見箱を設置し
ている。社会福祉協議会から年1回、介護相
談員の来訪があり、利用者は直接、意見や要
望を話す機会がある。毎月、家族宛に活動状
況の写真や行事予定を記録した事業所だよ
りを送付して意見が言いやすいように工夫し
ている。コロナ禍の為、１２月に１回、「サービ
ス満足に関するアンケート」を（家族の思いや
してほしいことは伝わっていますか等）実施し
て聞いている。家族からの意見や要望は申し
送り簿や苦情報告書に記録して職員間で共
有している。家族からは、いいことばかりの報
告だけでなく悪いことも知らせてほしい、早く
コロナ禍以前の行事を再開してほしい、コロ
ナ禍への労いなどが寄せられており、軽微な
事故や体調変化等、細かな報告も行うなど、
運営に反映している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

14 （9） ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

管理者は年2回（春、秋）の個別面談や職員
会議、委員会会議で職員からの意見、提
案、要望を聞いている。業務改善委員会を
設置し職員の意見を反映している。職員の
状態を見ながらその都度必要に応じて個別
面談を行ったり、日常の会話から意見を聞く
などし運営に反映している。

管理者は、月１回の職員会議やカンファレン
ス、委員会活動（身体拘束・虐待防止、安全
対策、業務改善、感染対策、給食）の中で聞
いている他、年2回個別面談をして、職員の
意見や提案、要望を聞いている。管理者の方
から言葉をかけて、意見が言いやすい雰囲気
づくりに努めている。職員からは個別対応の
充実やコロナ禍でのサービス満足度調査、勤
務時間帯と適正な人員配置、資格取得等に
ついての意見や要望があり、業務改善委員
会に提案すると共に、月1回の法人総括会議
に提案して、職場の環境づくりや勤務体制づ
くりに取り組み、各自が向上心を持てるように
取り組んでいる。

人事考課シートや個人面談により個々の思
いを十分に把握し目標を設定するなどし、目
標や理想を目指す喜びに繋がる環境作りに
努めている。法人の月1回の統括会議では
現状報告を行い法人幹部との話し合いの中
で職場環境・条件の整備に努めている。

人事考課シートや個人面談により個々のケ
アの実際と力量を把握するよう努めている。
外部研修は掲示板や連絡ノートを利用して
情報提供を行ったり、レベルに応じて参加の
機会を設けている。研修会終了後は復命報
告をし共有している。定期的に職員会議に
て虐待についてのチェックや認知症勉強会
を行いｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの支援の在り方を振り
返っているいる。　資格取得の支援も行う

外部研修は、職員に情報を伝え、希望や段
階に応じて、勤務の一環として参加の機会を
提供している。今年度は実践者研修と感染症
対策に各１名、高齢者虐待防止従事者研修
（オンライン研修）に４名が参加している。受
講後は研修報告書を回覧して全員が共有し
ている。内部研修は、毎月の職員会議の中で
管理者を講師に、認知症ケアや身体拘束と
虐待防止、感染症、理念、接遇、コミュニケー
ション等について実施している。新人研修
は、働きながら、管理者や先輩職員から介護
の知識や技術を学べるように支援している。
資格取得のための研修受講機会の便宜や勤
務調整などの支援をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

山口県宅老所・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ協会で認知症関
係のネットワークつくりを行い勉強会に参加
している。山口市介護サービス提供事業所
連絡協議会の施設部会に参加し、同業者と
の交流を図り、サービスの質を向上させてい
る。

入居前には自宅や施設でご本人とご家族と
の面接を行い要望等を聞き不安が無いよう
に説明を行う。入居後は家族や慣じみの関
係の方に訪問して頂くなどして今までの生活
に近い形をとりながら不安を取り除き安心で
きる関係つくりに努めている。

面会時や電話連絡をし、ご家族の不安なこ
とや要望を聞きながら全職員で情報を共有
している。コミュニケーションを密にしながら
関係つくりに努めている。

入居者の状況や要望が変化するごとに報告
し入居前のケアマネなどから連携をとる等、
家族にサービス利用を理解して頂けるように
努めている。

入居者の持っている力を把握し、本人主体
を基本としながらできない部分を支える関係
を築いていけるよう努めている。「何かする
よ」と入居者からの発言をチャンスに日々思
いを共有している。
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外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

常に入居者の日常の状況を知らせ、共に喜
びあい考え、家族からも話しかけやすい環
境を作り情報を得る努力をしている。苑内外
の行事や日常的なことを家族へ発信し常に
職員と家族との支援のズレが無いようにして
いる。　コロナ禍のため家族の行事の参加の
声掛けは中止している。本人にとって何が一
番最善な事かを家族と共に考えている。

コロナ禍のため入居者の家族や友人の面
会、外出、外泊は制限している。電話（携帯
電話含む）やテレビ電話、手紙等で関係を
継続している。行きつけの美容院利用や墓
参り、馴染みの湯田地区商店街利用等の支
援はできていない。

コロナ禍の中、家族との直接の面会（玄関先
や居室の窓、テラスで週１回、１０分間、２名ま
で）の他、リモート面会、テレビ電話、携帯電
話をしたり、手紙での交流を支援している。持
参しているアルバムを見ながら、職員との会
話の中で、懐かしい場所や友人のことなどの
思い出を語って、馴染みの人や場所との関係
が途切れないように支援に努めている。

入居者同士の関わりがもてるよう席の配置や
日常生活の中で外出や作業などを通して自
然と会話が生まれるような環境を作ってい
る。関係性の築きにくい方は職員が間に入り
互いの交流がもてるようにしている。車いす
の方をお世話したい方が一緒に散歩に出か
け交流されている

サービス利用が終了しても、タイミングを見な
がら家族やケアマネと連絡を取り、終了後の
様子を把握している。相談や支援に応じて
関係を大切にしながら「縁」を大事にしてい
る。異動先への訪問なども場合により行って
いる。退居後の家族からの連絡や訪問もあ
る。
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実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

25 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

入居者の日常生活の関わりの中で集めた情
報を介護記録やアセスメントシートに記録し
職員間で共有している。困難な場合は家族
から情報を得たり本人の様子から本人本位
に検討している。必要に応じてカンファレン
スを行い、定期ユニット会議で情報を共有し
ている。本人の思いや言葉を否定することの
無いようにしている。

入居時には事前に自宅や前入所施設を訪問
して、生活歴や基本情報、本人、家族の希望
や願いを聞き取り、アセスメントシートに記録
して思いの把握に努めている。日々の関わり
の中で、利用者の発したそのままの言葉や表
情、行動をすべて受け止めて、細やかに介護
記録に記録して、思いや意向の把握に努め
ている。把握が困難な場合は、月1回あるユ
ニット会議で話し合い、本人本位に検討して
いる。

家族から生活歴や馴染みの暮らし方、環境
を聞き過去の様子を把握する。本人との会
話の中からもヒントとなるような情報を大切に
し、現在の苑生活が充実したものになるよう
に努めている。

アセスメントシートの活用や職員間での情報
を共有していく事で本人の自己資源や能力
を見極め現状の把握をして行くことで支援に
つなげている。

職員ひとりづつが入居者の担当を持ち担当
者が中心となって家族や必要な関係者と連
携をとっている。変化のあった時や定期的に
カンファレンスやモニタリングを行い様々な
情報を得て意見や要望が反映できるように
現状に即した介護計画を作成している。

計画作成担当者と利用者を担当している職
員が中心になって、随時、カンファレンスを開
催し、本人や家族、主治医、看護師の意見を
参考にして話し合い、介護計画を作成してい
る。１か月毎にモニタリングを実施し、６ヵ月毎
に見直しをしている。利用者の状態や家族の
要望に変化があればその都度見直し、現状
に即した介護計画を作成している。

介護記録、生活記録、身体チェック表等の
見直しを行い毎日の送りやカンファレンスを
行う事で情報を共有し実践や、介護計画に
生かしている。定期的にユニットミーティング
を行っている。
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外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

常に個別支援を念頭に本人の状況やニー
ズに応じ職員間でケアについて話し合い、
随時見直しをしている。状況に応じて画一的
にならないよう工夫し場合に応じては業務改
善を行いながら支援に努めている。他事業
所のサービス等も参考に情報交換しながらヒ
ントにつなげていく事もある。

回覧板や市報、新聞広告等で地域情報を
見やすく壁に掲示したり閲覧できるようにし
希望を出しやすい環境を工夫している。コロ
ナ禍のため地域資源（保育園　スーパー　美
容院　足湯　公民館　商店街　）の利用はで
きていない。散歩では近隣住民の方との挨
拶などを交わして、見守られて落ち着いた生
活が出来るよう支援している。

入居時にかかかりつけ医の希望を尋ね、希
望であれば継続できるようにしている。定期
往診や体調不良時には家族と連携を取りな
がら協力医療機関へ病状に応じて専門医の
受診を行っている。受診後は家族へ状況報
告、相談、今後の経過、方向性など常に行
いながら体調管理に努めている。

利用者と家族の希望するかかりつけ医として
いる。協力医療機関がかかりつけ医の場合は
週１回の往診がある他、月１回、総合診察が
ある。その他のかかりつけ医は２週間に１回の
往診があり、支援している。他科受診はコロナ
禍の為、事業所が受診支援をしている。歯科
は必要に応じて訪問診療がある。受診結果は
家族には電話で報告し、申し送り簿や介護記
録、往診記録に記録して職員間で共有して
いる。利用者の健康管理は毎週来訪のかかり
つけ医の看護師と連携し、休日、夜間の緊急
時には協力医療機関と連携して、適切な医
療が受けられるように支援している。
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32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

安全対策委員会が中心になり職員間で情報
を共有しながら事故防止に取り組んでいる。
ヒヤリハットや事故報告書を提出しリアルタイ
ムで何件の報告が上がっているか掲示する
ことで職員の意識を高めミーティングで内容
の振り返りを行っている。AED講習は全職員
が定期的に受講できるように計画している。

事例が生じた場合は、「事故発生防止のため
の指針」に基づき、事故報告書、ヒヤリハット
報告書に状況や対応、再発防止策を記録し
て管理者に報告し回覧すると共に、安全対策
委員会を中心にリアルタイムで掲示し、職員
の意識を高めている。月１回の職員会議時に
再度検討して、利用者一人ひとりの事故防止
に努めている。職員は、事故発生に備えて、
法人主催の救命救急法とAED講習を定期的
に受講している。新型コロナ感染症拡大防止
の対応は徹底しているが、通常起こりうる事故
に備えての実践力を身につける訓練は実施
していない。

・全職員が実践力を身につけるための
応急手当や初期対応の定期的訓練
の継続

入居時に入居者や家族に事業所の基本方
針を伝え終末期の意向を確認している。又、
重度化した場合の話し合いを家族、医師、
関係者、職員で話し合いを行い、事業所で
出来ることを説明し、方針を共有し支援に取
り組んでいる。主治医の判断で馴染みの訪
問看護事業所の訪問を受け終末期に対応
している。

「重度化した場合における対応の指針」を基
に、重度化した場合に事業所でできる対応に
ついて契約時に家族に説明をして同意を得
ている。実際に重度化した場合は、早い段階
から本人や家族の意向を聞き、主治医や訪
問看護師等、関係者と話し合い、方針を決め
て共有し、医療機関や他施設への移設も含
めて支援に取り組んでいる。1年で４名の看取
りをしている。

毎日のバイタルチェックや様子観察を行い、
変化や、何か気づきがあれば随時、訪問看
護師に電話連絡や訪問時に報告相談をし
ている。定期訪問看護時には定期的な採尿
や採血など行い日々の様子を報告し連携を
図りながら適切な受診　看護が受けられる体
制を整えている。対応の疑問点は訪問時に
質問している。

入居者の入院時には家族や医療連携室と
情報交換を行い身体状況の把握に努める。
家族での対応が困難な場合は付き添いなが
ら相談を受ける。退院時には家族や医療連
携室、職員との話し合いの中で早期に退院
ができるように、身体状況を把握しながら協
議している。
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実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

年２回消防訓練を行う事でいざという時の対
応ができるようにしている。過去の災害事例
を基に夜間や漏電等の対応等、緊急災害時
の訓練を行っている。推進会議では地区の
交番に協力体制を依頼している。水災害に
ついてミーティングで確認している。

年2回、昼夜の火災を想定した通報訓練、避
難訓練、消火器の使い方、避難経路の確認、
防災機器の取り扱いについて、利用者も参加
して実施している。地域の自治会長や民生委
員、交番等との連絡網は出来ているが、訓練
への参加はない。非常用食品は備蓄してい
る。

・地域との協力体制の構築

理念である「その人らしく　最期まで尊厳の
ある人生を」に基づき、入居者一人一人の尊
厳を大切にしながら声掛けを行い、入浴時
や排泄にも気を付けながら誇りやプライバ
シーに配慮し対応している。「親しき中にも
礼儀あり」を忘れず年長者に対する尊敬の
気持ちを忘れないようにしている。

職員は、理念の確認や身体拘束、虐待防止
の研修や管理者の「駄目はダメ、待っては
待って」の指導を通して学び、利用者一人ひ
とりの人格を尊重し、行動を制限しないで、誇
りやプライバシーを損ねない言葉づかいや対
応をしている。個人情報の取り扱いに留意
し、守秘義務は遵守している。

職員による指示的な声掛け誘導ではなく、
本人の思いを大切に会話や様子からの気づ
きの中で職員が関わりを持つようにしてい
る。全職員に「不適切な支援をなくす」ことを
再確認し「常に意思確認」から始め「入居者
の思いを自ら表すことのできる環境」の実践
に努めている。

入居者の様子をよく知ることから一日を始
め、会話や様子などからその時の思いを見
逃さず、本人に合った個々の支援に努めて
いる。職員主体の流れでなく入居者主体の
流動的なペースを大切にすることに努力して
いる。
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外
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40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

入居者の衣類やアクセサリー、整容時の選
択には自己選択決定を行いやすいよう会話
をするなどの環境を本人に合わせて作って
いる。お化粧をしたり、買い物時に身だしな
みに関する物品を購入したり、理美容院の
利用等、家族の協力と合わせながら支援し
ている。

入居者と育てた苑の畑の野菜や近所の差し
入れ等を使い入居者と職員で下ごしらえや
調理などを行っている。包丁や調理器具を
使用したり、野菜の皮むきや、味見をするな
ど個々に応じた支援をしている。配膳下膳も
それぞれに支援をしている。献立を考えたり
他者へ伝えたり、週１度は入居者が職員と共
に調理を行う。

食事は、利用者の好みを聞いて献立を立て、
２名の調理担当者を中心に、事業所の畑でと
れた旬の野菜等の食材を使って、三食とも事
業所内にて利用者と関わりを持ちながらつ
くっている。季節感を大切にして、利用者が
食べやすいように形態の工夫（つぶす、砕く、
粥状等）や食器の工夫（形、スプーン、フォー
ク）をして、一人で食べることができるようにし
ている。利用者は野菜の下ごしらえや切る、
皮むき、米を研ぐ、味見、お茶パック詰め、お
茶くみ、テーブル拭き、トレイ拭き、食器を洗
う、食器を拭く、食事の挨拶の他、おやつづく
り（白玉団子）では、混ぜる、ひっくり返す、丸
めるなど、できることを職員と一緒にしている。
週１日（３食）は利用者が中心になって調理を
している。ウッドデッキでのお茶や昼食、特別
なおやつの付く誕生日、季節行事食（おせち
料理、土用の鰻、年越しそば、雑煮）、事業所
の定番料理（刺身、巻き寿司、茶碗蒸し、餃
子）、餅つき、保存食づくり（梅ジュース）など、
食事が楽しみなものになるように支援してい
る。

入居者の嗜好や希望を反映し体調に応じて
バランスのとれたメニューを考え個々に合わ
せた食事量で対応している。一日の水分量
を介護記録に残し情報の共有をし把握して
いる。水分量の少ない方には好みの飲み物
やゼリー等で対応している。
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43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

毎食後入居者に合わせた支援をしている。
声掛けや見守り、介助、場所の工夫が必要
な方等、個々に合わせたケアの統一を図っ
ている。介護記録の口腔ケアチェック表や介
護記録を活用し職員の情報の共有を図って
いる。訪問歯科の利用で定期的なチェック
や口腔内の緊急時の対応も行っている

介護記録（食事量、水分量、服薬、排泄状
況、時間等）を確認しながら、入居者の排泄
パターンを把握している。職員間で声掛けや
記録の確認を行いながら、状態が変われば
パット、紙パンツのサイズや必要性、トイレ誘
導時の声掛けの方法をその都度検討し、より
良い排泄行為が出来るよう支援している。

介護記録の排泄状況を活用して利用者の排
泄パターンを把握し、不安や羞恥心に配慮し
た一人ひとりの応じた言葉かけや誘導をし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。紙おむつなどの利用は職員
間で話し合い、根拠をはっきりさせて家族にも
説明している。

入居者の健康状態や生活習慣、食事、水分
量を把握し、日々の排便状態を把握してい
る。便秘予防として乳飲料やヨーグルトを飲
食している。日中は散歩や、生活動作にお
いての運動をする事で自然排便を促せるよ
う心掛けている。医師や看護師からも助言を
頂きながら緩下剤の使用も含めて便秘対策
に講じている。
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46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

入浴の曜日は特に定めていない。時間はお
よそ13時半～夕食前（17時過ぎ）としている
が、状況に応じて午前も入浴する事はある。
入居者からの入浴の希望、お湯加減、洗髪
や洗身方法等聞きながら楽しんで頂いてい
る。発汗時や体調に合わせて適宜にシャ
ワー浴や清拭にて対応し、同性介助が必要
な方にも個別に対応している。ゆず湯や入
浴剤使用など楽しみになるように工夫してい
る。

入浴時間は通常１３時３０分から１７時頃まで
としているが、特に定めておらず、本人の希
望に合わせて、いつでも、毎日入浴できる。
順番や湯加減、好みの石鹸、季節のゆず湯
など、利用者の希望に添って、ゆったりと入浴
できるように支援している。入浴時には歌を
歌ったり、おしゃべりをして、リラックスしている
ことから利用者の思いや意向を把握する良い
機会ととらえている。入浴したくない人には無
理強いしないで、入浴時間を変えたり、職員
の交代、言葉かけの工夫をして対応してい
る。利用者の状態に合わせて、清拭や足浴、
シャワー浴、部分浴等、個々に応じた入浴の
支援をしている。

入居者の身体状況や生活習慣に合わせ居
室やリビング等で安心して静養できるよう温
度調節や環境に配慮している。居室以外で
はソファーやベンチ、畳縁台を利用してい
る。寝具やパジャマなど季節に応じたものに
気を配っている。

薬チェック表を使用して適切な服薬管理を
行っている。職員は個々が使用している薬
の目的や副作用、用途、や要領について理
解し支援している。服薬後の状態変化など
の観察を行い変化があった時には適宜、協
力医療機関の医師に報告し指示を仰いでい
る。
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49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

入居者の思いを大切にし季節や月ごとの行
事、毎日の生活の中で役割を持ち他者と関
わる事で得られる喜びを大切にしている。料
理、お茶、掃除等、それぞれ得意な事を活
かしたかかわりを心掛けている。梅シロップ
作り等季節感を味わって頂いた。

モップで床を拭く、掃除機をかける、玄関の掃
除、洗濯物干し、洗濯物たたみ、洗濯物収
納、カーテンの開閉、リネン交換（枕カバー、
シーツ）、布団を干す、花を生ける、花瓶の水
を換える、食事の準備、下ごしらえ、米を研
ぐ、調理（切る、混ぜる、味見、丸める、ひっく
り返す）、お茶パック詰め、テーブル拭き、食
器を洗う、食器を拭く、メニューの記録、プラ
ンターの水やり、草取り、畑に苗植え、畑の草
取り、収穫（さつまいも、胡瓜、トマト）、テレビ
やDVDの視聴、新聞や雑誌、本を読む、写真
集を見る、繕い物、オルガンを弾く、ぬりえ、
折り紙、切り絵、貼り絵、習字、絵を書く、歌を
歌う、季節の壁画づくり、風船バレー、ボーリ
ング、ボール遊び、なぞなぞ、しりとり、パズ
ル、ラジオ体操、リハビリ体操、テレビ体操、
口腔体操、脳トレ（計算、漢字、四字熟語、点
結び）、季節行事（初詣、雛祭り、誕生会、七
夕、夕涼み、バーベキュー、敬老会、運動
会、月見、クリスマス、餅つき）、梅シロップづ
くり、ドライブなど、利用者の喜びや活躍でき
る場面を多くつくり、楽しみごとや気分転換の
支援をしている。

日常の会話の中から本人の思いや家族の
希望を聞きだし実現できるように努めてい
る。コロナ禍の為、散歩は人通りの少ない近
隣場所で行った。コロナの状態を鑑みながら
ドライブで気分転換も行った。買い物や遠方
の外出は中止しているが、苑内に閉じこもる
ことなく少しでも戸外の空気や雰囲気を感じ
て頂けるようにテラスや玄関前のエントランス
でのベンチにて日光浴など過ごして頂けるよ
うに工夫した。湯田温泉街の立地を生かした
散歩や外出、買物は行えていない。年に1度
「スペシャルデイ」とし、担当者と共に日頃出
来ない希望を叶える日を設けているが中止
している。　外食や温泉も行けていない。

玄関までの通路には季節の花や野菜を植え
たプランターが置いてあり、利用者はベンチ
に座って、野菜や花を眺めたり、外気浴や日
光浴をしている。事業所周辺の人通りの少な
い神社に初詣に出かけたり、周辺の散歩、事
業所敷地内に植えてある季節の花見（パン
ジー、桜、つつじ、コスモス、紫陽花等）の他、
ドライブでコスモスを見に河川敷に出かけた
り、自宅付近を通るなど、コロナ禍の中、少し
でも利用者の希望が叶うように外出支援に取
り組んでいる。
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51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

自分の財布を管理している方もいる。散歩時
に自販機で自らお金を使用し購入する方も
いる。

手紙の支援や苑内の電話を掛けたり受けた
り、携帯電話を所持され自由に家族や外部
の方と関わりを持つ事が出来るような環境を
作っている。毎年家族や知人への年賀状の
作成を行う。苑便りにて入居者の様子を定期
的に知らせている。

環境整備委員を中心に居心地良い環境作り
に努めている。ソファーをリビングに設置し自
由にくつろぐスペースを設けた。共有空間に
は季節感が味わえる飾り付けや生け花など
入居者と共に行う。

食堂兼居間は陽ざしが差し込み明るく、簾や
カーテンで調節してる。室内には季節の花を
飾り、壁面には季節の壁画や利用者の習字
が掲示してある。キッチンの前には机や椅子
が置いてあり、調理の様子を間近に見ること
ができる。調理の音や匂い、テレビの音、談
笑が聞こえて家庭的な雰囲気がある。テレビ
の前のソファや食堂から続くウッドデッキ、廊
下に置いた木製ベンチや畳の縁台など、利
用者は思い思いの場所でくつろいでいる。温
度や湿度、換気、清潔に配慮し、定期的に消
毒をしながら居心地よく過ごせるような工夫を
している。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　湯田あいおい苑

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

職員事体が入居者にとって一番身近で重要
な影響力のある環境である事を理解し支援
していく必要性を管理者やユニットリーダー
が中心に職員会議や日常的な職員の会話
の中で話し合い注意し合い意識を高め合っ
ている。

テラスや廊下、リビング、玄関エントランス等
にベンチやソファー、畳縁台を置くことで自
由に好きな時に好きな場所で好きな人とくつ
ろぐ事の出来る環境を作っている。本棚を側
に置いたり写真を飾ることで入居者同士の
会話が弾んだり思い思いの過ごし方ができ
るように工夫している。

入居時に馴染みのある使い慣れたものを使
用して頂く事が本人の安心感に繋がる事を
家族へ説明し必要に応じて可能な限り持参
して頂いている。好みの椅子やカーテン、の
れん等を持参されたり、本人の思い通りに居
室を飾ったり、家族写真や思い出の写真を
飾るなどし居心地良い空間作りの工夫をして
いる。それぞれの担当者が本人に合わせて
工夫している。位牌を持参されている方もい
る。

寝具や衣装ケース、衣装かけ、机、椅子、
カーテン、暖簾、位牌、手押し車、テレビ、時
計、鏡等、使い慣れたものや好みのものを持
ち込み、家族や自分の写真、カレンダー、賞
状、色紙を飾って本人が居心地よく過ごせる
ような工夫をしている。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



事業所名 　湯田あいおい苑

作成日：　令和３　年　６　月　28　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

急変や事故時の対応において全職員が対応を
身に着けておらず、不安を持っている。

全ての職員が応急処置や初期対応の実践
力を身に付ける

職員からの疑問点、不安事項の情報を収集し、
訪問看護時に看護師から指導を受ける。応急
処置や初期対応に関する内部研修を行う。ＡＥ
Ｄ講習やその他外部研修にも積極的に参加す
る。

12か月

2 36

災害時　緊急時の対応や判断が状況に応じて
まだ十分に確立されていない。

災害時　緊急時には職員の適切な対応を身
に着けご近所の応援や地域の協力体制を
築く。

資格を持った職員や委員会を中心に消防訓練
や夜間時の実践的な対応の研修を行う。自然
災害時の想定として実際に避難場所へ移動す
る訓練を行う

１２か月

3

4

5

【目標達成計画】　

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　２．　　目　標　達　成　計　画


